
明
治
六
l

一O
年
の
町
村
合
併
と
新
町
村
名

|
|
合
成
名
称
と
人
為
名
称
を
中
心
と
し
て
|
|

井

戸

庄

明治六一一O年の町村合併と新町村名

わ
が
国
の
市
町
村
区
域
は
、
明
治
以
降
い
く
た
び
も
の
町
村
合
併
に
よ
り
ず
い
ぶ
ん
広
域
化
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
新
し
い
市

町
村
名
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
す
る
一
方
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
町
村
名
が
数
多
く
姿
を
消
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
明
治
期
の
町
村
合
併
は
、
付
明
治
六
一

O
年
の
町
村
合
併
、
伺
明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
、

の
二
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
り
は
、
市
制
・
町
村
制
の
施
行
と
同
時
に
強
行
さ
れ
た
全
国
一
斉
の
町
村
合
併
で
、
当
時
の
資
料
も
比
較
的
豊
富
に

残
っ
て
お
り
、
す
で
に
日
本
近
代
史
・
政
治
史
・
法
制
史
・
財
政
史
な
ど
の
分
野
で
多
数
の
研
究
業
績
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ

の
ハ
円
は
、
ご
く
一
部
の
府
県
で
活
発
に
す
す
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
加
え
て
当
時
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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私
は
以
前
に
茨
城
・
埼
玉
な
ど
一
五
府
県
の
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
(
1
v
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
旧
福
島
(
2
u

・
若
松
(
3
u

・
磐
前
(

4

)

・
山
梨
・
旧
長
野
ハ
5
〉
・
筑
摩
(
6
〉
・
旧
岡
山
(
7
〉
・
小
田
ハ
8
〉
・
北
条
(
9
〉
・
白
川
(
巴
・
大
分
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の
一
一
一
県
を
と
り
あ
げ
、
明
治
六
l
一
O
年
の
新
町
村
名
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
基
本
資
料
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
右
の
一
一
一
県
の
う
ち
、
白
川
県
だ
け
は
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
の
県
庁
文
書
に
直
接

あ
た
っ
た
が
、
残
り
の
一

O
県
は
各
県
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
市
町
村
合
併
史
(
誌
)
』
類
を
利
用
し
た
臼
〉
O

明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
に
つ
い
て
は
、
選
定
の
経
緯
・
理
由
な
ど
が
「
町
村
合
併
事
由
書
」
の
な
か
の
「
新
町
村
名
撰
定
ノ
事
由
」

の
項
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
川
県
の
明
治
六
l
一
O
年
の
「
合
村
願
」

「
寄
せ
村
願
」
は
、
新
町
村
名
選
定

の
経
緯
・
理
由
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
旧
長
野
・
筑
摩
両
県
の
「
合
村
願
書
」
「
合
併
村
願
書
」
を
み
て
も
、
白
川
県
と
ほ

ぽ
同
様
の
書
式
で
、
例
え
ば
「
従
前
之
村
名
ヲ
廃
シ
、

更
ニ
往
郷
村
ト
改
称
仕
度
」
(
悲
の
ご
と
く
、
簡
単
に
片
づ
け
て
い
る
。
明
治
六
|

一
O
年
の
新
町
村
名
の
研
究
は
、
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
の
研
究
に
比
較
し
て
、
基
本
資
料
の
点
で
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背

負
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

私
は
、
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
を
一

O
類
型
八
小
区
分
に
分
類
し
た
臼
〉
O

と
こ
ろ
が
、
明
治
六
l
一
O
年
の
新
町
村
名
に
つ
い
て

円
前
述
の
「
合
村
願
」
「
合
併
村
願
書
」
に
の
み
依
拠
し
、
他
の
資
料
を
援
用
し
な
い
場
合
、
歴
史
的
広
域
名
称
・
自
然
名
称
・
社
寺

名
称
・
歴
史
遺
跡
名
称
・
地
形
名
称
お
よ
び
狭
域
名
称
の
六
類
型
は
分
類
不
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
左
記
の
ご
と
く
、
分

類
不
能
の
六
類
型
を
除
い
た
残
り
の
四
類
型
六
小
区
分
を
採
用
し
た
ほ
か
、
新
し
く
共
通
名
称
と
共
通
中
心
地
名
称
の
二
類
型
を
追
補
し

た。
A
(中
心
地
名
称
)
関
係
各
町
村
の
う
ち
、
著
名
な
大
町
村
の
名
称
を
と
っ
た
も
の
。



B
(合
成
名
称
)

n
副
関
係
各
町
村
の
名
称
を
参
互
折
衷
し
た
も
の
。
(
例
)
若
松
県
耶
麻
郡
松
舞
家
村
(
現
喜
多
方
市
)
|
|
関
係
三
カ
村
(
倒
野
・

矧
台
田
・
宮
在
調
)
の
各
一
字
を
と
っ
た
。
白
川
県
上
益
城
郡
麻
山
村
(
現
矢
部
町
)
|
|
関
係
二
カ
村
(
剛
生
・
出
出
)
の
各
一

B2 
字
を
と
vフ

た。

関
係
各
町
村
の
う
ち
、
著
名
な
大
町
村
の
名
称
を
参
互
折
衷
し
た
も
の
。
(
例
)
若
松
県
河
沼
郡
猪
倉
野
村
(
現
柳
津
町
)
|
|

関
係
四
カ
村
(
猪
鼻
・
長
倉
・
塩
野
・
黒
滝
)
の
う
ち
、
著
名
な
大
村
の
各
一
字
を
と
っ
た
。

C
(並
列
名
称
)
関
係
各
町
村
の
名
称
を
単
に
並
列
し
た
も
の
。
(
例
)
小
田
県
浅
口
郡
大
江
連
島
村
(
現
倉
敷
市
)
|
|
大
江
・
連

明治六一一O年の町村合併と新町村名

Dl D 
(島
人両
為村
名の
称合
'-'併

ま
っ
た
く
新
し
く
人
為
的
に
つ
く
り
だ
し
た
も
の
。
(
例
)
白
川
県
合
志
郡
栄
村
(
現
合
志
町
)
|
|
新
村
の
繁
栄
を
祈
念
し
た

も
の
。
大
分
県
日
田
郡
三
和
村
(
現
日
田
市
)
|
|
三
カ
村
の
合
併
。

D
 
多
少
と
も
地
域
の
地
理
的
特
色
を
考
慮
し
て
人
為
的
に
つ
く
り
だ
し
た
も
の
。
(
例
)
筑
摩
県
安
曇
郡
美
麻
村
(
現
美
麻
村
)
|
|
麻

Da 
の
栽
培
地
域。

古
く
か
ら
存
在
す
る
地
域
の
総
称
、
関
係
各
町
村
の
名
称
な
ど
、
多
少
と
も
旧
来
の
地
名
を
考
慮
し
て
人
為
的
に
つ
く
り
だ
し
た

も
の
。
(
例
)
山
梨
県
山
梨
郡
里
垣
村
(
現
山
梨
市
)
1
1
1
関
係
三
カ
村
(
坂
折
・
東
光
寺
・
板
垣
)

の
う
ち
、
坂
折
・
東
光
寺
の
頭
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仮
名
寸
サ
」
「
ト
」
に
「
里
」
の
字
を
あ
て
、
こ
れ
に
板
垣
の
「
垣
」
を
合
成
し
た
も
の
。

D
 
多
少
と
も
地
域
の
歴
史
的
特
色
を
考
慮
し
て
人
為
的
に
つ
く
り
だ
し
た
も
の
。
(
例
)
筑
摩
県
西
筑
摩
郡
日
義
村
(
現
木
曽
郡
日
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義
村
)
1
1』
朝
日
将
軍
木
曽
義
仲
の
挙
兵
の
地
と
し
て
著
名
な
の
で
、
「
日
」
と
「
義
」
を
と
っ
た
も
の
。

E
(共
通
名
称
)
上
・
中
・
下
、
東
・
西
・
南
・
北
な
ど
の
冠
称
ま
た
は
尾
称
を
は
ぶ
い
た
場
合
、
関
係
各
町
村
の
す
べ
て
に
共
通
す

る
名
称
を
と
っ
た
も
の
。
(
例
)
白
川
県
山
鹿
郡
小
柳
村
(
現
鹿
本
町
)
|
|
上
小
柳
・
中
小
柳
・
下
小
柳
三
カ
村
の
合
併
。

F
(共
通
中
心
地
名
称
)
上
・
中
・
下
、
東
・
西
・
南
・
北
な
ど
の
冠
称
ま
た
は
尾
称
を
は
ぶ
い
た
場
合
、
関
係
各
町
村
の
一
部
に
共

通
す
る
名
称
を
と
っ
た
も
の
。
(
例
)
旧
福
島
県
白
河
郡
羽
太
村
(
現
西
郷
村
)
|
|
上
羽
太
・
下
羽
太
・
真
名
子
新
田
三
カ
村
の
合
併
。

一
一
県
の
二
、
O
六
九
の
新
町
村
名
を
類
型
区
分
す
る
と
、
第
一
表
の
ご
と
く
、
「
そ
の
他
」
が
最
高
で
、
全
体
の
三

0
・
五
泌
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
「
そ
の
他
」
は
歴
史
的
広
域
名
称
・
自
然
名
称
な
ど
分
類
不
能
の
六
類
型
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
首
位
を
占
め
る
の
は

当
然
と
い
え
よ
う
。
中
心
地
名
称
の

A
は
二
七
・
五
屈
で
第
二
位
で
あ
り
、
共
通
名
称
の

E
が
一
三
・
五
形
で
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

A

E
-
F
の
三
類
型
を
合
算
す
る
と
四
三
・
六
形
に
達
す
る
が
、
こ
の
数
字
は
旧
町
村
名
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
新
町
村
名
の
比
率
で
あ
る
。

人
為
名
称
の

D
は
一
四
・
O
%
で
あ
る
が
、
小
区
分
を
み
る
と
、
仏
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
新
・
旧
両
町
村
名
の
対
照
だ
け
で
は
、

仏
・
仏
・
払
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
、
山
梨
・
旧
長
野
・
筑
摩
の
三
県
は
別
の
資
料
を
援
用
し
た
た
め
(
日
、

防
・
仏
・
仏
が
比
較
的
多
く
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
県
以
外
で
は
、
「
そ
の
他
」
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
る
弘
・
臥
・
臥
の
新

町
村
名
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
合
成
名
称
の

B
は
一
一
・
八
%
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
は
新
・
旧
両
町
村
名
の
対
照
だ

け
で
、
も
れ
な
く
確
実
に
判
定
で
き
る
。

明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
に
さ
い
し
て
、
政
府
は
あ
ら
か
じ
め
「
合
併
ノ
町
村
一
一
ハ
新
ニ
其
名
称
ヲ
撰
定
ス
ヘ
シ
、

旧
各
町
村
ノ
名
称
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190 32 

214 

第1表 明治6-10年の新町村名の県別類型

B2 C Dl D2 D3 

7 1 

6 32 

5 47 12 

1 31 

1 22 16 

6 1 

1 3 

1 

6 1 30 10 

11 1 17 2 

196 i 38 49 i 

8 位) 筑摩県は現岐阜県の飛騨地方を除く。

D4 E F |仇|計
20 2 17 96 
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8 11 
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(
防
)

活
出
即
日
N
h
明
。
当
面
H
主
的
完
w

州月廿持・接川
m
・
4
・
淵
・
当
茄
・
前
三
-

h

柳
田
叩
・
喋
国
・
隊
浦
・
U

庁間州

-m雨
明
・
減
知
-

h

門
脈
・
壬
ロ
・
前
理

・
鴻
M
甘
A
〉

民

国

4
瀬
」
リ
恥
印

N
V
o
u
q
'
K
U
3
吊
〉
糊
片

A
W
F
H
岡市山
e
M柄
。

ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
六
|
一

O
年
の
新
町
村
名
と
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
を
比
較
す
る
と
、
第
二
表

の
ご
と
く
、
結
果
的
に
は
中
心
地
名
称
・
人
為
名
称
・
合
成
名
称
の
三
類
型
の
い
ず
れ
も
が
ほ
ぼ
同
じ
比
率
を
示
す
の
は
き
わ
め
て
興
味

深
い
こ
と
で
あ
る
。

四
人
為
名
称
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
ま
ず
、

h

山
は
佳
字
名
称
と
数
詞
名
称
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
名
称
の
最
大
の
欠
点
は
没

個
性
的
で
歴
史
性
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
佳
字
名
称
は
豊
・
富
・
栄
・
永
・
福
・
久
・
明
・
旭
・
賀
・
美
な
ど
の
佳
字
を
組
合
わ
ぜ
た
も

の
で
、
新
町
村
の
発
展
と
住
民
の
連
帯
意
識
の
醸
成
を
祈
念
し
た
名
称
が
多
い
が
、
例
え
ば
栄
村
(
山
梨
県
八
代
郡
、
白
川
県
合
志
郡
・

同
県
下
益
城
郡
)
豊
栄
村
(
旧
長
野
県
埴
科
郡
・
岡
県
水
内
郡
、
北
条
県
真
島
郡
)
豊
田
村
(
山
梨
県
巨
摩
郡
、
旧
長
野
県
水
内
郡
、
筑



摩
県
諏
訪
郡
、
白
川
県
山
本
郡
)

の
ご
と
く
い
か
に
も
平
凡
で
あ
る
。
色
で
は
緑
村
(
旧
長
野
県
水
内
郡
)
美
登
里
村
(
白
川
県
飽
田

郡
)
な
ど
「
み
ど
り
」
に
人
気
が
集
ま
っ
た
。
若
松
県
会
津
郡
で
は
、
隣
接
す
る
二
つ
の
新
村
に
鶴
賀
村
・
亀
賀
村
(
現
会
津
若
松
市
)

と
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
陸
合
村
(
若
松
県
河
沼
郡
、
山
梨
県
巨
摩
郡
)
和
合
村
(
若
松
県
会
津
郡
)
合
志
村
(
白
川
県
飽
田
郡
)
和
村

(
旧
長
野
県
小
県
郡
)
常
和
村
(
旧
長
野
県
佐
久
郡
)
共
和
村
(
若
松
県
会
津
郡
、
山
梨
県
八
代
郡
)
美
和
村
(
白
川
県
八
代
郡
)
な
ど
、

新
町
村
住
民
の
和
合
を
願
っ
て
「
和
」
「
合
」
の
文
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

数
詞
名
称
は
合
併
旧
町
村
数
を
表
現
し
た
も
の
で
、
三
和
村
(
若
松
県
耶
麻
郡
、
旧
岡
山
県
津
高
郡
、
白
川
県
下
益
城
郡
、
大
分
県
日

田
郡
)
四
賀
村
(
筑
摩
県
諏
訪
郡
)
五
香
村
(
若
松
県
河
沼
郡
)
六
種
村
(
大
分
県
大
野
郡
)
七
貴
村
(
筑
摩
県
安
曇
郡
)

八
里
合
村

明治六一一O年の町村合併と新町村名

(
大
分
県
大
野
郡
)
な
ど
三
|
八
の
数
詞
名
称
が
容
易
に
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
両
併
村
(
白
川
県
阿
蘇
郡
、
ニ
カ
村
の
合
併
)
鼎
村

一
三
カ
村
の
合
併
、
十
三
を
富
に
か
え
た
も
の
)

(
筑
摩
県
伊
那
郡
、

大
分
県
国
束
郡
、

三
カ
村
の
合
併
)
富
草
村
(
筑
摩
県
伊
那
郡
、

な
ど
も
数
詞
名
称
の
変
形
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
数
詞
名
称
は
地
域
の
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
な
い
の
で
生
命
力
が
弱
い
。

じ
っ
さ
い
右
に
例
示
し
た
数
詞
名
称
の
う
ち
若
松
燥
の
三
和
村
は
は
や
く
も
明
治
一

O
年
二
月
に
中
心
地
名
称
の
熱
塩
村
(
現
熱
塩
加
納

村
)
と
改
称
さ
れ
た
し
、
他
の
数
調
名
称
も
、
明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
時
に
、
町
村
合
併
を
し
な
か
っ
た
四
賀
・
七
貴
・
富
草
の
三

カ
村
と
筑
摩
県
の
鼎
村
以
外
は
す
べ
て
消
滅
し
た
。
例
え
ば
、
大
分
県
の
三
和
村
は
花
月
村
と
合
併
し
て
合
成
名
称
の
三
花
村
(
現
日
田

市
)
と
な
っ
た
。
な
お
、
鼎
村
(
現
長
野
県
下
伊
那
郡
鼎
町
)
は
、
明
治
六
l
一
O
年
に
命
名
さ
れ
た
数
詞
名
称
が
現
在
も
公
式
の
町
村

名
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。

h

山
と
同
様
、
仏
も
じ
つ
に
多
彩
で
あ
る
。
山
梨
県
巨
摩
郡
清
哲
村
(
現
韮
崎
市
)
に
つ
い
て
、
柳
田
国
男
は
「
水
上
・
青
木
・
折
居
・
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樋
口
の
四
つ
の
大
字
で
、
水
と
青
と
云
ふ
字
を
合
せ
て
清
、
折
と
ロ
を
合
せ
て
哲
、
清
哲
村
と
し
た
。
是
な
ど
は
、
他
日
、
清
哲
と
云
ふ
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坊
さ
ん
で
も
聞
い
た
と
一
式
ふ
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い

k
gと
警
告
を
発
し
て
い
る
が
、

n
山
は
関
係
者
の
苦
心
の
作
品
と
は
い
う
も

よ

み

か

き

ょ

が

わ

み

ど

の

か

き

ぞ

れ

の
の
、
新
町
村
名
と
し
て
は
高
く
評
価
で
き
な
い
。
筑
摩
県
筑
摩
郡
読
書
村
(
現
木
曽
郡
南
木
曽
町
)
は
与
川
・
三
留
野
・
柿
其
の
旧
三

と
よ
し
な

カ
村
の
頭
字
「
よ
」
「
み
」
「
か
き
し
に
「
読
書
」
の
字
を
あ
て
た
も
の
で
あ
り
(
宮
、
同
じ
く
筑
摩
県
安
曇
郡
豊
科
村
(
現
豊
科
町
)
は

と

ぽ

よ

し

の

し

ん

で

ん

な

り

あ

い

烏
羽
・
吉
野
・
新
田
・
成
相
の
間
四
カ
村
の
頭
字
「
と
」
「
よ
L

「
し
」
「
な
」
を
「
豊
科
」
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
為
名
称
は
、

-山・
n
山
を
問
わ
ず
、
地
元
有
識
者
や
県
当
局
の
発
案
に
よ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
右
に
示
し
た
豊
科
村
は

当
時
の
大
区
会
議
人
で
地
元
の
指
導
的
文
化
人
で
あ
っ
た
藤
森
寿
平
の
発
案
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
(
目
、

ま
た
山
梨
県
巨
摩
郡
曙
村

(
現
中
富
町
)

は
県
令
藤
村
紫
朗
の
命
名
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

ay

明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
の
よ
う
に
「
互
ニ
優
劣
ナ
キ
数
小
町
村
ヲ
合
併
ス
ル
ト
キ
ハ
各
町
村
ノ
旧
名
称
ヲ
参
互
折
衷
ス
ル
」
と
い
う

政
府
の
サ
ジ
ェ
ス
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
明
治
六
l
一
O
年
の
新
町
村
名
の
一
一
・
八
形
が
合
成
名
称
で
あ
る
こ
と
は

大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
合
成
名
称
は
、
旧
町
村
聞
の
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
人
為
名
称
と
同
様
、
地
域
の
歴
史
と
伝
統
を
ま
っ
た
く

無
視
し
て
い
る
の
が
大
き
な
欠
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
白
川
県
上
益
城
郡
黒
川
村
(
現
矢
部
町
、
黒
木
・
川
又
な
ど
四
カ
村
の
合
併
)
や
若

松
県
耶
麻
郡
天
沼
村
(
現
塩
川
町
、
第
六
天
・
只
沼
両
村
の
合
併
)
な
ど
は
自
然
名
称
と
混
同
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
後
世
の
地
名
研

究
者
が
幻
の
川
や
沼
を
さ
が
し
ま
わ
る
と
い
う
茶
番
劇
が
お
こ
り
か
ね
な
い
。
な
お
、
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
で
は
弘
と
訟
が
ほ
ぼ
同

じ
割
合
で
あ
る
が
、
町
村
合
併
の
規
模
が
小
さ
い
明
治
六
1

一
O
年
の
新
町
村
名
の
場
合
、

n
b“
は
払
の
七
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

五
明
治
六
一

O
年
の
町
村
合
併
は
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
例
地
租
改
正
に
さ
い
し
て
飛
地
や
境
界
の
錯
雑
を
解
消
す
る
も
の
、
刊
か



っ
て
一
町
村
な
い
し
は
一
町
村
同
様
で
あ
っ
た
町
村
が
合
併
に
よ
り
旧
に
復
す
る
も
の
、
例
反
別
、
戸
口
と
も
に
寡
少
な
た
め
、
行
財
政

力
の
強
化
を
は
か
る
も
の
、

の
三
つ
に
区
分
で
き
る
自
〉
O

旧
福
島
・
磐
前
・
旧
岡
山
・
小
田
・
北
条
の
五
県
は
、
町
村
合
併
の
件
数
が
少
な
く
、
合
併
の
目
的
も
、
右
の
的
お
よ
び
刊
に
ほ
ぼ
限

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
五
県
の
新
町
村
名
は
中
心
地
名
称
、
共
通
名
称
、
共
通
中
心
地
名
称
の
三
類
型
が
圧
倒
的
に
多

く、

A
・
E
・
F
を
合
算
す
る
と
、
そ
の
比
率
は
、
磐
前
県
一

oovp、
北
条
県
八
六
・
四
形
、
小
田
県
七
一
・
二
拓
、
旧
福
島
県
五
六

-
三
%
、

旧
岡
山
県
四
四
・
一
，
%
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
五
県
で
は
、
町
村
合
併
の
さ
い
旧
町
村
名
が
非
常
に
高
い
比
率
で
生
き
残
っ
た
の

で
あ
る
。

明治六一一O年の町村合併と新町村名

他
方
、
若
松
・
山
梨
・
旧
長
野
・
筑
摩
・
白
川
・
大
分
の
六
県
で
は
、
県
当
局
の
強
力
な
行
政
指
導
の
も
と
に
、

ほ
ぽ
全
県
下
に
わ
た

っ
て
右
の
肋
の
町
村
合
併
が
強
行
さ
れ
た

aな
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
六
県
で
は
、
合
併
区
域
の
編
成
や
新
町
村
名
の
選
定
を
め
ぐ
っ

て
、
か
な
り
の
荷
余
曲
折
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
じ
っ
さ
い
、
こ
れ
ら
六
県
の
新
町
村
名
は
、
前
記
五
県
に
比
較
す
る
と
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
お
り
、
旧
町
村
名
の
多
く
が
町
村
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
。
す
な
わ
ち

A
・
E
・
F
の
三
類
型
の
占
め
る
比
率
は
、
白
川
県

五
三
・
九
%
、
大
分
県
五
三
・
六
形
は
別
と
し
て
、
旧
長
野
県
三
五
・
七
形
、
若
松
県
二

0
・
二
%
、
筑
摩
県
一
六
・
九
形
、
山
梨
県
一

0
・
九
%
と
極
端
に
低
い
。
前
述
の
ご
と
く
、
新
町
村
名
選
定
の
経
緯
を
記
録
し
た
資
料
が
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
え
ば

「
旧
称
相
廃
候
而
モ
苦
情
無
之
候
得
共
、

白
川
県
の
場
合
、
「
合
村
願
」
「
寄
せ
村
願
」
の
な
か
の

可
然
村
称
無
御
座
候
」
(
き
と
か
「
但

県
当
局
は
「
旧
町
村
名
の
廃
止
」
〈

g
を
原
則
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
、

中
心
地
名
称

旧
称
相
廃
申
度
奉
存
侯
」
な
ど
か
ら
み
て
、
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は
住
民
の
反
発
が
強
く
、
白
川
県
以
外
の
残
り
五
県
で
も
、
「
旧
町
村
名
の
廃
止
」
の
原
則
が
打
ち
だ
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
若
松
・
山
梨
・
旧
長
野
・
筑
摩
・
白
川
・
大
分
の
六
県
は
、
合
成
名
称
と
人
為
名
称
の
ウ
エ
イ
ト
の
ち
が
い
に
よ
り
、
二
つ
の
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タ
イ
プ
に
細
分
で
き
る
。
合
成
名
称
の
比
率
が
高
い
の
は
、
若
松
県
二
六
・
三
形
、
白
川
県
一
三
・
五
形
、
大
分
県
一

0
・
一
括
で
あ

り
、
他
方
、
人
為
名
称
の
比
率
が
高
い
の
は
、
山
梨
県
四
二
・
八
形
、
筑
摩
県
三
二
・
七
形
、
旧
長
野
県
二
六
・
四
形
で
あ
る
。
広
島
県

の
明
治
二
二
年
の
新
町
村
名
は
、

合
成
名
称
が
二
八
・
八
形
で
一
五
府
県
中
の
最
高
で
あ
る
が

2
v
若
松
県
の
合
成
名
称
が
こ
れ
に
匹

敵
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
山
梨
県
は
人
為
名
称
が
四
二
・
八
%
を
占
め
、
合
成
名
称
の
一
一
・
五
%
を
加
え
る
と
、

B

・D
両
類
型
で

岡
県
の
新
町
村
名
の
半
数
を
越
え
、
中
心
地
名
称
は
わ
ず
か
四
・
O
%
に
す
ぎ
な
い
。

...L. 
J、新町

村
名
の
ワ
ー
ス
ト
・
ッ
ー
で
あ
る
合
成
名
称
と
人
為
名
称
は
、
明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
を
ま
た
ず
に
、

は
や
く
も
明
治
六
|
一

O
年
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
ぞ
く
ぞ
く
と
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
合
成
名
称
と
人
為
名
称
は
、
地
域
の
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
て
い
な
い

の
で
、
生
命
力
が
弱
く
、
短
期
間
で
消
滅
し
た
も
の
が
多
い
。

山
梨
・
旧
長
野
・
筑
摩
の
三
県
で
は
、
明
治
二
二
年
に
一
町
村
独
立
で
町
村
制
を
施
行
し
た
ケ
l
ス
が
多
く
、
明
治
六
l
一
O
年
の
新

町
村
名
の
大
半
が
そ
の
ま
ま
生
き
残
っ
た
。
し
か
し
、
若
松
・
白
川
・
大
分
の
三
県
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
三
表
の
ご
と
く
、
明
治
六
|

一
O
年
の
合
成
名
称
と
人
為
名
称
の
ほ
と
ん
ど
が
明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
の
さ
い
姿
を
消
し
た
。
と
く
に
大
分
県
で
は
、

四
三
の
合
成

名
称
が
全
部
消
滅
し
た
。
旧
町
村
名
か
ら
各
一
字
を
と
っ
て
組
合
わ
せ
た
合
成
名
称
は
、
再
度
の
町
村
合
併
に
よ
り
そ
の
レ
ゾ
ン
デ
l
ト

ル
が
根
底
か
ら
崩
れ
た
の
で
あ
る
。

町
村
名
を
含
め
て
、

ひ
ろ
く
地
名
は
、
目
に
は
み
え
な
い
が
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
ま
で
安
易
に
新
し
い
地
名

を
つ
く
り
だ
す
と
と
も
に
、
他
方
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
っ
地
名
を
こ
と
も
な
げ
に
葬
り
去
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

「
地
名
は
変
え
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第3表 明治22年の町村合併にともなう合成名称と人為名称の改廃

ぷ日為 成 名 称 人 為 名 称

県名
新明治6-10A年)の I 生(Aき)のうち明治22B年)に ||(B)Vハ刊ムUのU 新明治6-1(0C年)の || (C)のうち明も治22D年)に 陣I(c)x100 
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。 。 19 4 (2) 

8 (5) 4.6 93 6 ( 3) 

き三 (注) (B)および(D)のカッコ内の数字は，明治22年に町村合併をせずに町村制を施行したもので，内数である。
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6.5 



332 

(
4
)
明
治
九
年
八
月
、
若
松
県
と
と
も
に
福
島
県
に
合
併
さ
れ
た
。

(
5
)
明
治
九
年
八
月
、
筑
摩
県
の
南
信
地
方
を
合
併
す
る
ま
で
の
長
野
県
を
さ
す
。

(
6
)

明
治
九
年
八
月
、
南
信
地
方
は
長
野
県
、
飛
騨
地
方
は
岐
阜
県
に
そ
れ
ぞ
れ
合
併
さ
れ
て
消
滅
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
飛
騨
地
方
の
新
町
村

名
は
、
資
料
の
関
係
で
除
外
し
た
。

(
7
)
明
治
八
年
二
一
月
、
小
岡
県
を
合
併
す
る
ま
で
の
岡
山
県
を
さ
す
。

(
8
)

明
治
八
年
二
一
月
、
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
た
。

(
9
)

明
治
九
年
四
月
、
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
た
。

(m)
明
治
九
年
二
月
、
熊
本
県
と
改
称
さ
れ
た
。

(
日
)
基
本
資
料
と
し
て
利
用
し
た
『
市
町
村
合
併
史
(
誌
と
類
は
次
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

福
島
県
地
方
課
編
(
一
九
五
六
)
『
福
島
県
市
町
村
沿
革
』
福
島
県
。

山
梨
県
地
方
課
編
ご
九
七
一
)
『
山
梨
県
町
村
合
併
誌
』
山
梨
県
。

長
野
県
地
方
課
編
(
一
九
六
五
)
『
長
野
県
市
町
村
合
併
誌
(
総
編
)
』
長
野
県
。

岡
山
県
地
方
課
編
こ
九
六

O)
『
岡
山
県
市
町
村
合
併
誌
(
総
編
)
』
岡
山
県
。

熊
本
県
地
方
課
編
こ
九
六
九
)
『
熊
本
県
市
町
村
合
併
史
』
熊
本
県
。

佐
藤
蔵
太
郎
ご
九

O
九
)
『
大
分
県
町
村
沿
革
誌
(
全
)
』
甲
斐
書
庖
。

(
ロ
)
「
合
併
村
願
書
」
(
第
一
二
大
区
副
区
長
武
内
豊
見
よ
り
長
野
県
参
事
楢
崎
寛
直
あ
て
、
明
治
八
年
五
月
八
日
)
。
前
掲
(
日
)
『
長
野
県
市
町
村

合
併
誌
(
総
編
)
』
一
九
一
ー
ー
一
九
二
頁
。

(
日
)
前
掲
(
1
)

二
八
六
|
二
八
七
頁
。

(
M
)

前
掲
(
日
)
『
山
梨
県
町
村
合
併
誌
』
に
は
、
新
町
村
名
選
定
の
経
緯
に
つ
い
て
多
少
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。

信
濃
毎
日
新
開
社
編
集
局
編
(
一
九
七
五
)
『
新
し
な
の
地
名
考
』
信
濃
毎
日
新
聞
社
。

内
務
大
臣
訓
令
第
三
五
二
号
第
六
条
(
明
治
一
二
年
六
月
一
三
日
)
。

柳
田
国
男
(
一
九
三
六
)
『
地
名
の
研
究
』
古
今
書
院
八
|
九
頁
。

前
掲
(
H
)
『
新
し
な
の
地
名
考
』
二
五
九
頁
。

(
日
)

(
時
)
(
口
)



(
路
)
豊
科
町
誌
編
纂
委
員
会
編
(
一
九
五
五
)
『
豊
科
町
誌
』

(
四
)
前
掲
(
日
)
『
山
梨
県
町
村
合
併
誌
』
四
六
六
頁
。

(
却
)
井
戸
庄
三
こ
九
七
八
)
「
白
川
県
に
お
け
る
明
治
七
|
九
年
の
町
村
合
併
」
『
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
大
明
堂
。

(
幻
)
井
戸
圧
三
(
一
九
六
六
)
「
明
治
初
期
町
村
分
合
に
関
す
る
二
、
一
二
の
問
題
|
|
長
野
・
山
梨
両
県
を
中
心
と
し
て
|
|
」
人
文
地
理
一
八
巻

四
号
三
六
四

l
三
八
四
頁
。

(
詑
)
「
合
村
願
」
〈
第
四
五
大
区
三
小
区
戸
長
淵
上
士
口
敏
よ
り
白
川
県
権
令
安
岡
良
亮
あ
て
、
明
治
七
年
七
月
二
一
日
)
(
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
県

庁
文
書
)
。

(
幻
)
「
寄
せ
村
願
」
(
第
八
大
区
九
小
区
戸
長
浅
野
栄
太
郎
よ
り
白
川
県
権
参
事
小
関
敬
直
あ
て
、
明
治
七
年
一

O
月
)
(
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
県

庁
文
書
)
。
こ
の
ほ
か
多
数
の
「
合
村
願
」
「
寄
せ
村
願
」
に
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

(
剖
)
前
掲
(
1
)

一一九

O
i一
一
九
一
頁
。

豊
科
町

三
四
二
頁
。
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